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② 連携室だより　vol.36

院　長 柴　田　　 聡

　連携施設の皆様におかれましては、当院の診療及び運営に関しまして、日
頃より多大なるご理解、ご支援、ご指導を賜り、厚く御礼申し上げます。
　皆様ご存知の通り、秋田県は日本一の高齢化県であり、現役世代の激減と
未曾有の高齢化を迎えています。これまで、秋田市にある五つの総合病院（秋
大、赤十字、市立、中通、当院）は同じような医療を提供し、切磋琢磨し、
お互いを高め合ってまいりました。しかし今は、お互いに削り合うライバル
関係と言っても過言ではありません。そのような環境では、患者さんに適切
な医療を持続的に提供することが困難になります。適切な医療が提供できないということは、学生・若
手医療者が適切な医療を習得できないことになり、若手の県外流出がますます進んでしまう恐れがあり
ます。若手の流出は、医療レベルの維持を直撃し、負のスパイラルに陥ってしまうでしょう。そうなら
ないために、今後は、各病院がそれぞれの特徴を出し、互いに連携する協力関係に変わっていく必要が
あります。当院でも他の病院と連携し、種々の改革をスタートさせております。
　まず手始めは胸部外科の領域です。五つの総合病院における呼吸器外科を秋大と赤十字に集約し、当
院は乳腺外科に注力することに致しました。それに伴い、当院の乳腺外科の医師が増員されております。
今後、当院の乳腺外科は医療圏における「乳腺センター」の一つになっていく方向です。連携施設の皆様、
乳腺領域の患者さんをご紹介くださるよう、よろしくお願いいたします。
　次に、小児外科です。秋大小児外科と協議の上、同科を秋大に集約することといたしました。県内唯
一の小児外科学会認定施設である秋大でさえ、認定の維持が容易でないと聞いております。この集約が
秋大の施設認定維持に寄与し、小児外科診療の継続性に繋がることを期待しております。
　秋田厚生医療センターは、秋田市、男鹿市、潟上市、南秋の皆様の病院であるという認識のもと、皆
様に適切な医療を持続的に提供し、若手の教育を継続し、そして連携施設の皆様に使っていただけるよ
う、今後も病院間で協議し、連携を深めてまいります。今後も一層のご指導をよろしくお願いいたします。

連携室だより　vol.36 ⑦

事務長 松　田　　 拓

　当院の病院運営に関しまして、日頃よりご理解とご協力をいただいており
ますことを厚く御礼申し上げます。
　４月の定期人事異動で、本所から赴任してまいりました松田拓と申します。
当院には３年ぶり、２度目の勤務となります。
　さて、「第８次秋田県医療保健福祉計画」が令和６年４月に施行されました
が、その中では「医療機能の分化・連携による地域全体で疾病を治し、支え、
寄り添う医療提供体制」の構築が基本理念の１つとして掲げられております。
当院においては昨年度、３年ぶりに「連携の集い」を土崎地区、男鹿・潟上・南秋地区の医療機関の皆様と
新たな形で開催し、連携の深化のため議論を重ねさせていただきました。また、院内では外来機能の分化
について検討を進めており、「２人主治医制」の重要性を今まで以上に感じているところです。2025年問
題と言われておりましたが、あと１年となりました。皆様と協力しながら地域完結型医療体制に向け取り
組んでまいりたいと考えておりますので、ご指導とご鞭撻いただきますようよろしくお願いいたします。

管理者挨拶管理者挨拶 地域医療連携室からのお願い地域医療連携室からのお願い

二人主治医制を推進しております二人主治医制を推進しております

※入院加療等が必要になった
場合は、「秋田厚生医療セン
ター」へご紹介ください。

院内ひとり、院外ひとり

2人の主治医による
連携

症状の安定した
患者さんを主に担当

専門的な検査・治療、
救急医療を主に担当

地域開業医の先生
（かかりつけ医）

※症状が落ち着いた患者さん
は再び開業医の先生にご
紹介いたします。
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　患者様をご紹介頂く際、事前にお申込みが無い場合、病状、病名により担当医が不在の為、複数回の
受診となるケースがございます。 患者様をご紹介頂く際には、 患者様に円滑な診療を受けて頂く為、事
前に地域医療連携室に診療情報提供書と診療申込書にてお申込み頂きますようお願い申し上げます。
　緊急を要する患者様につきましては、これまで同様、地域医療連携室にお電話頂きますようお願い申
し上げます。         

　※ご不明な点、ございましたらお手数ですがご連絡くださいますようお願いいたします。

　症状の安定した患者様については開業医の先生に紹介させていただきます。

　　「診療申込書」　ダウンロード方法
　　秋田厚生医療センターホームページ➡医療機関の方へ➡地域医療連携室➡ご紹介頂く先生方へ
　　http://www.akikumihsp.com/clinic-cooperation-info.shtml 
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新副院長紹介

研修医紹介

●当院は臨床研修指定病院です
当院は厚生労働省より指定された臨床研修指定病院です。
診療に従事する医師は、医師免許取得後に臨床研修指定病院
で臨床研修医として２年以上の初期研修を受けることが義
務づけられております。当院においても臨床研修医が皆様の
診療に従事いたしますので、予めご了承願います。
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　新任副院長　新任医師　研修医の紹介　新任副院長　新任医師　研修医の紹介

　令和6年2月16日（金）秋田厚生医療
センター２階大会議室において、約４年
振りとなる施設在宅ケア研修会を開催
致しました。
　連携センター長　津田　栄彦先生の
「当院における在宅医療の現状」の講演
の後、「みんなで共有しよう！コロナ禍
を経て学んだ感染対策」と実践形式のグ
ループディスカッションを行い活発な
意見が交わされました。 
　医療・介護の複合ニーズを有する患
者・利用者が増加しており医療・介護
の連携の必要性が高まっております。
　アンケートにおいては、皆様から多く
の貴重なご意見を頂きました。

　頂いたご意見は、共有し解決には時間
がかかることもありますが、改善し今後
の地域医療連携に役立てていきたいと
思っておりますので、今後ともご指導の
ほど宜しくお願い申し上げます。

第20回
秋田厚生医療センター　施設・在宅ケア研修会を開催しました！
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④ 連携室だより　vol.36 連携室だより　vol.36 ⑤

　令和５年10月28日（土）秋田厚生医
療センター２階大会議室において、土崎
医談会様、男鹿潟上南秋医師会様の共催
のお力添えを頂き秋田厚生医療センター
「地域医療連携の会」並びにがん診療連携
拠点病院研修会を開催しました。

　地域の先生方、医療関係者、当院職員
を合わせ40名のご参加を頂きました。
　新型コロナウイルスの流行により、２
年程開催を見送りましたが、皆様のご尽
力により令和4年より再開致しました。
　これからも地域の医療連携向上の為、
地域医療連携の会を継続的に開催するこ
とを予定しております。 

　皆様のご期待にお応え出来るよう努力
してまいりますので、今後ともご指導賜
りますようお願
い申し上げます。

副院長 木　村　愛　彦

　2024年４月から副院長を拝命いたしました木村愛彦です。平成元年に秋
田大学を卒業後は第二外科学教室に入局し、1999年から当院に勤務してお
ります。したがって2000年の現在の病院への引っ越し移転を経験した数少
ない職員であります。病棟に冷房すらなく、真夏には廊下に氷柱が立ち並ぶ
懐かしい旧病院から現在まで、病院、医療の変遷とともに歩んでまいりまし
た。赴任当初はまだまだ若造でしたが、どこの馬の骨とも分からない私に当
初から数多くの患者さんを紹介していただいている地域の医療機関の皆様、そして受診してくださった
患者さんたちに支えられ、育てていただき今までやってまいりました。これまでのご恩を可能な限りお返
しすべく、この地域の医療のため全力で努力していく所存です。今後も地域の皆様との連携、協力なしに
は当院での医療は成立しえません。引き続きご指導ご鞭撻のほど、何とぞよろしくお願いいたします。

　当院との連携にご協力いただき深く感謝申し上げます。 
　地域医療連携室は４月より１名少ない３名体制となりました。
紹介患者様のお返事や予約取得時の折り返しの
ご連絡などが以前より遅くなる事がございま
す。ご不便をお掛けしますが、ご理解下さるよ
うお願いいたします。

副院長挨拶副院長挨拶 第20回　秋田厚生医療センター「地域医療連携の会」並びに
第20回がん診療連携拠点病院研修会を開催しました！

令和５年度の連携実績

最近の診療内容、診療時間等の変更

呼吸器外科の診療体制の変更により気胸、血胸、
縦隔腫瘍等の治療対応が出来なくなっております。

❶

❷

❸

泌尿器科の新規患者（予約外）の
受付時間が右記のとおりとなり
ました。

小児外科の診療を８月末で終了します。蛇口琢医師は９月から
総合診療外来、及び緩和ケア内科の診療を行います。

月曜日 8：00～ 10：30
火曜日 8：00～ 10：30
木曜日 8：00～ 10：30

紹介件数

逆紹介件数

救急搬送患者数

初診患者数

7,664人

7,210人

2,653人

23,294人

令和６年３月～

令和６年５月～

令和６年９月～

変 更 内 容 変 更 時 期
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縦隔腫瘍等の治療対応が出来なくなっております。

❶

❷

❸

泌尿器科の新規患者（予約外）の
受付時間が右記のとおりとなり
ました。

小児外科の診療を８月末で終了します。蛇口琢医師は９月から
総合診療外来、及び緩和ケア内科の診療を行います。

月曜日 8：00～ 10：30
火曜日 8：00～ 10：30
木曜日 8：00～ 10：30

紹介件数

逆紹介件数

救急搬送患者数

初診患者数

7,664人

7,210人

2,653人

23,294人

令和６年３月～

令和６年５月～

令和６年９月～

変 更 内 容 変 更 時 期



② 連携室だより　vol.36

院　長 柴　田　　 聡

　連携施設の皆様におかれましては、当院の診療及び運営に関しまして、日
頃より多大なるご理解、ご支援、ご指導を賜り、厚く御礼申し上げます。
　皆様ご存知の通り、秋田県は日本一の高齢化県であり、現役世代の激減と
未曾有の高齢化を迎えています。これまで、秋田市にある五つの総合病院（秋
大、赤十字、市立、中通、当院）は同じような医療を提供し、切磋琢磨し、
お互いを高め合ってまいりました。しかし今は、お互いに削り合うライバル
関係と言っても過言ではありません。そのような環境では、患者さんに適切
な医療を持続的に提供することが困難になります。適切な医療が提供できないということは、学生・若
手医療者が適切な医療を習得できないことになり、若手の県外流出がますます進んでしまう恐れがあり
ます。若手の流出は、医療レベルの維持を直撃し、負のスパイラルに陥ってしまうでしょう。そうなら
ないために、今後は、各病院がそれぞれの特徴を出し、互いに連携する協力関係に変わっていく必要が
あります。当院でも他の病院と連携し、種々の改革をスタートさせております。
　まず手始めは胸部外科の領域です。五つの総合病院における呼吸器外科を秋大と赤十字に集約し、当
院は乳腺外科に注力することに致しました。それに伴い、当院の乳腺外科の医師が増員されております。
今後、当院の乳腺外科は医療圏における「乳腺センター」の一つになっていく方向です。連携施設の皆様、
乳腺領域の患者さんをご紹介くださるよう、よろしくお願いいたします。
　次に、小児外科です。秋大小児外科と協議の上、同科を秋大に集約することといたしました。県内唯
一の小児外科学会認定施設である秋大でさえ、認定の維持が容易でないと聞いております。この集約が
秋大の施設認定維持に寄与し、小児外科診療の継続性に繋がることを期待しております。
　秋田厚生医療センターは、秋田市、男鹿市、潟上市、南秋の皆様の病院であるという認識のもと、皆
様に適切な医療を持続的に提供し、若手の教育を継続し、そして連携施設の皆様に使っていただけるよ
う、今後も病院間で協議し、連携を深めてまいります。今後も一層のご指導をよろしくお願いいたします。

連携室だより　vol.36 ⑦

事務長 松　田　　 拓

　当院の病院運営に関しまして、日頃よりご理解とご協力をいただいており
ますことを厚く御礼申し上げます。
　４月の定期人事異動で、本所から赴任してまいりました松田拓と申します。
当院には３年ぶり、２度目の勤務となります。
　さて、「第８次秋田県医療保健福祉計画」が令和６年４月に施行されました
が、その中では「医療機能の分化・連携による地域全体で疾病を治し、支え、
寄り添う医療提供体制」の構築が基本理念の１つとして掲げられております。
当院においては昨年度、３年ぶりに「連携の集い」を土崎地区、男鹿・潟上・南秋地区の医療機関の皆様と
新たな形で開催し、連携の深化のため議論を重ねさせていただきました。また、院内では外来機能の分化
について検討を進めており、「２人主治医制」の重要性を今まで以上に感じているところです。2025年問
題と言われておりましたが、あと１年となりました。皆様と協力しながら地域完結型医療体制に向け取り
組んでまいりたいと考えておりますので、ご指導とご鞭撻いただきますようよろしくお願いいたします。

管理者挨拶管理者挨拶 地域医療連携室からのお願い地域医療連携室からのお願い

二人主治医制を推進しております二人主治医制を推進しております

※入院加療等が必要になった
場合は、「秋田厚生医療セン
ター」へご紹介ください。

院内ひとり、院外ひとり

2人の主治医による
連携

症状の安定した
患者さんを主に担当

専門的な検査・治療、
救急医療を主に担当

地域開業医の先生
（かかりつけ医）

※症状が落ち着いた患者さん
は再び開業医の先生にご
紹介いたします。

秋田厚生医療センター

紹
介
状

紹
介
状

　患者様をご紹介頂く際、事前にお申込みが無い場合、病状、病名により担当医が不在の為、複数回の
受診となるケースがございます。 患者様をご紹介頂く際には、 患者様に円滑な診療を受けて頂く為、事
前に地域医療連携室に診療情報提供書と診療申込書にてお申込み頂きますようお願い申し上げます。
　緊急を要する患者様につきましては、これまで同様、地域医療連携室にお電話頂きますようお願い申
し上げます。         

　※ご不明な点、ございましたらお手数ですがご連絡くださいますようお願いいたします。

　症状の安定した患者様については開業医の先生に紹介させていただきます。

　　「診療申込書」　ダウンロード方法
　　秋田厚生医療センターホームページ➡医療機関の方へ➡地域医療連携室➡ご紹介頂く先生方へ
　　http://www.akikumihsp.com/clinic-cooperation-info.shtml 
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△
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院

⑥ 連携室だより　vol.36 連携室だより　vol.36 ③

転出医師
紹　　介

新任医師紹介

新副院長紹介

研修医紹介

●当院は臨床研修指定病院です
当院は厚生労働省より指定された臨床研修指定病院です。
診療に従事する医師は、医師免許取得後に臨床研修指定病院
で臨床研修医として２年以上の初期研修を受けることが義
務づけられております。当院においても臨床研修医が皆様の
診療に従事いたしますので、予めご了承願います。

整 形 外 科
消化器内科
消化器外科
消化器内科
健康センター
産 婦 人 科
泌 尿 器 科
脳神経外科

東條　元旗
倉光　泰良
齊藤　佑介
松本　陽平
田村　芳一
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臨床研修医師
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児玉　光太
高橋　茉由
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診療部長

藤田　　啓消化器外科
診療科長

山田　俊介小児科
診療科長

尾野　夏紀産婦人科
診療科長

武藤　弓奈泌尿器科
診療科長

笠間　史仁整形外科
医　長

中鶴間優汰麻酔科
医　長

工藤　千晶呼吸器・乳腺外科
医　長

安田　真穂循環器内科
医　員

髙橋　照子血液内科
医　員

長岡　佑樹整形外科
医　員

舘岡　翔人脳神経外科
医　員

丹波　佑介循環器内科
医　員

木村　愛彦呼吸器・乳腺外科 福井　　伸呼吸器内科

　新任副院長　新任医師　研修医の紹介　新任副院長　新任医師　研修医の紹介

　令和6年2月16日（金）秋田厚生医療
センター２階大会議室において、約４年
振りとなる施設在宅ケア研修会を開催
致しました。
　連携センター長　津田　栄彦先生の
「当院における在宅医療の現状」の講演
の後、「みんなで共有しよう！コロナ禍
を経て学んだ感染対策」と実践形式のグ
ループディスカッションを行い活発な
意見が交わされました。 
　医療・介護の複合ニーズを有する患
者・利用者が増加しており医療・介護
の連携の必要性が高まっております。
　アンケートにおいては、皆様から多く
の貴重なご意見を頂きました。

　頂いたご意見は、共有し解決には時間
がかかることもありますが、改善し今後
の地域医療連携に役立てていきたいと
思っておりますので、今後ともご指導の
ほど宜しくお願い申し上げます。

第20回
秋田厚生医療センター　施設・在宅ケア研修会を開催しました！

１
年
目

１
年
目
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村井　　肇
髙橋　正人
川原田　康
久保田弘樹
大谷　　浩
松田　光世
林　健次郎
佐々木　琢
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振りとなる施設在宅ケア研修会を開催
致しました。
　連携センター長　津田　栄彦先生の
「当院における在宅医療の現状」の講演
の後、「みんなで共有しよう！コロナ禍
を経て学んだ感染対策」と実践形式のグ
ループディスカッションを行い活発な
意見が交わされました。 
　医療・介護の複合ニーズを有する患
者・利用者が増加しており医療・介護
の連携の必要性が高まっております。
　アンケートにおいては、皆様から多く
の貴重なご意見を頂きました。

　頂いたご意見は、共有し解決には時間
がかかることもありますが、改善し今後
の地域医療連携に役立てていきたいと
思っておりますので、今後ともご指導の
ほど宜しくお願い申し上げます。

第20回
秋田厚生医療センター　施設・在宅ケア研修会を開催しました！

１
年
目

１
年
目

整 形 外 科
病 理
呼吸器外科
小 児 科
腎 臓 内 科
麻 酔 科
消化器外科
循環器内科

村井　　肇
髙橋　正人
川原田　康
久保田弘樹
大谷　　浩
松田　光世
林　健次郎
佐々木　琢
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Co n t e n t s
管理者挨拶
新任副院長・新任医師・研修医の紹介
副院長挨拶・連携実績 等
地域医療連携の会　開催報告
施設・在宅ケア研修会開催報告
連携室からのお知らせ
外来診療受付時間

秋田厚生医療センター　連携室だより

：地域連携センター　センター長　津田  栄彦
：直通電話 018-880-3050（月～金 8:30 ～ 17:00）
：chi ik irenkei@akikumihsp.com

発 行 者
連 携 室
e - m a i l

〒011-0948　秋田県秋田市飯島西袋一丁目1-1
（代表）TEL 018-880-3000

医科歯科診療連携 : 連絡先
秋田厚生医療センター　入院支援室

病院代表電話 018-880-3000 から内線 6395・内線 3854
（医科歯科診療の件とお伝え下さい）

病院の休診日：土曜日・日曜日・祝日
お 盆 期 間：8/13・8/14
年 末 年 始：12/30 ～ 1/3

消 化 器 内 科
消 化 器 外 科

呼吸器･乳腺外科

ス ト ー マ 外 来
血  液  内  科

循 環 器 内 科

糖尿病代謝内科

腎 臓 内 科
神 経 内 科
心 臓 血 管 外 科
整 形 外 科

呼 吸 器 内 科

脳 神 経 外 科
禁 煙 外 来 科

精 神 科

リハビリテーション科

産 婦 人 科

耳 鼻 咽 喉 科

眼 科

小 児 科

小 児 外 科

泌 尿 器 科

皮 膚 科

緩 和 ケ ア 内 科
麻 酔 科
放 射 線 治 療 科
腫 瘍 内 科

8:00 ～ 11:30
8:00 ～ 11:30
8:00 ～ 11:30
8:00 ～ 11:00
予約のみ
8:00 ～ 10:00
8:00 ～ 11:30
8:00 ～ 10:30
8:00 ～ 10:30
8:00 ～ 10:00

8:00 ～ 11:30

8:00 ～ 11:30
8:00 ～ 11:30
8:00 ～ 10:30
8:00 ～ 10:30

8:00 ～ 11:30
8:00 ～ 11:00
予約のみ
予約のみ
8:00 ～ 10:30
8:00 ～ 10:30
8:00 ～ 9:00
8:00 ～ 10:30
8:00 ～ 11:00
8:00 ～ 11:30
8:00 ～ 11:30
8:00 ～ 11:30
8:00 ～ 11:30
休診
再診8:00 ～ 11:30
新患8:00 ～ 10:30
予約のみ

予約のみ
予約のみ
予約のみ

13:00 ～ 15:00

予約のみ

14:00 ～ 15:30

救急外来受診後の初回は10:30までの受付

診察は午後２時～
新患は完全予約制
診察は午後２時～完全予約制（要事前予約）
完全予約制
　

完全予約制（診察は午後２時～）
新患のみ予約制（診察は午後２時～）
　　　〃　　   （診察は午後１時～）
予約制（紹介新患8:00～11:00）

妊婦健診予約制　

救急外来受診後のみ 8:00～10:00
午後：完全予約制（目眩・補聴器外来）
午後：完全予約制（嚥下外来）

午後：予約のみ

午後：予約のみ
午後：完全予約制（予防接種）
午後：完全予約制（乳児検診）

救急外来受診後のみ 8:00～10:00

完全予約制　　

月～金
月～金
木（呼外）

火･水･金（乳外）
月・水
月～金

月・火・木
水・金
月～木
金

月～金
月・火
水

月～金
月～水・金
木

月～金
木
火

水・金
月～金

月～水・金
木

月・火
水
木
金
月

火～金
月・火・木
水
金

月～水・金
木

水・金

水
月～金
月～金
火

診療科受付時間ご案内診療科受付時間ご案内

8:00 ～ 9:30
（第２・４金曜：休診）

8:00　～　15:00

8:00　～　15:00

8:00　～　15:00

（形成外科）火曜日 午前・午後：完全予約制
（形成外科）水曜日　　　午後：完全予約制

月・火・木

月～金

診 　療 　科 備　　　　　考受 付 曜 日
受 付 時 間

午　前 午　後

令和６年６月６日現在

令和６年７月発行


